




我が国の母子保健の水準は,統計資料などで見るかぎりかなり高度なものであり,その結果

として母子保健に対する関心の薄れが気に掛かる。今後は,ここまで達したレベルの低下は

極力避けねばならぬことはいうまでもない。そのためにも,養育条件の向上がより一層必要

なものとなろう。今日のように,育児が多様化したなかでは,養育機能の混乱を防ぎ,小児期

の健康障害への影響を少なくする手立てを広く社会に求めていくことが必要であると思わ

れる。その意味からも,2 年目を迎えた本研究は,多領域から学際的なチーム編成によって,

多角的に実施されていることに大きな意義がある。 

今年度も昨年と同様 8つの視点,すなわち, 

(1)乳幼児の食生活に影響する養育条件, 

(2)乳幼児の健康及び発達に影響する環境条件, 

(3)父母の養育態度の形成に影響する条件, 

(4)劣悪な親子関係の社会病理的条件, 

(5)自閉症発生予防と養育条件, 

(6)小児期の精神保健に影響する養育条件, 

(7)思春期小児の健康に影響する養育条件, 

(8)小児の成長に影響する地域条件, 

で研究を進め,併せて,乳幼児の発育に関する研究「乳幼児身体発育調査の検討に関する研

究」を加え,さらに充実した研究を目指した。それは,養育機能の低下,出生数の減少などの

現状の下で,保健指導に有効な身体発育値の作成のための効果的な発育調査のあり方を検

討するもので,高石国立公衆衛生院次長が担当される。本年度は 2年目で研究の途上ではあ

るが,着々とその成果があがっており,研究に協力されている諸先生方に心から感謝の念を

表したい。また,明年度には,行政で役に立つ指針が提示されるものと期待している。今年

度の研究成果の概要は,以下に示す通りである。()内は,研究協力者を示す。 


